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（６）作業の施工基面について

掘削（切土）における掘削機械の施工基面は下記のとおりとする。

① 機械の施工基面は、機械走行幅として必要な切取幅５ｍが確保できる面とする。

② ダンプトラックの登坂路が可能な場合は、登坂路を考慮して施工基面を決定する。

なお、油圧ショベル、ブルドーザ等掘削機械の登坂路は考慮しない。

（７）ダンプトラック登坂路の検討

掘削後ダンプトラックにより土砂搬出する場合において、下記の条件を満たすときは登坂路を

検討する。

① ダンプトラックの登坂路として、幅員５ｍを確保し、登坂路の勾配は次を目安とすること。

土砂運搬の場合最大１５％、資材・機材の搬入搬出がある場合最大１０％程度

勾配は、資材種別、運搬車種などを考慮のうえ適宜設定する。

② 積込箇所の作業ヤードとして延長２０ｍ以上の平坦部が確保できること。

（８）登坂路を設ける場合の掘削機械の選定

① 掘削機械の機械走行面は、ダンプトラックが走行する登坂路の路面とする。

② 掘削機械の走行幅が５ｍ以上ある場合、登坂路面上方５ｍの高さの範囲、及び登坂路下方

５ｍの高さの範囲の掘削はバックホウのオープンカットを適用する。

③ 上記②以外で、登坂路面から上方５ｍの高さを越え切取幅が５ｍまでの範囲の掘削は、ブ

ルドーザ or バックホウを適用する。

（９）ブルドーザの流用距離

ブルドーザの最大流用距離は６０ｍまでを標準とする。

６０ｍを超える場合はバックホウ＋ダンプトラックを標準とする。

これによりがたい場合は別途考慮する。

20m以上

登坂路

（平坦部）

機械走行面

登坂路

（平坦部）

5m以上

横断図縦断図
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２．雑工種における材料は、種別・規格にかかわらず適用できる。

３．発泡スチロールブロックの固定のためにＬ型ピンの設置が必要な場合は別途考慮する。

４．コンクリート床版にグランドアンカー等を結合する場合は別途考慮する。

５．ベースプレート式Ｈ型鋼支柱(Ｈ型鋼規格はＨ３００㎜×３００㎜ 以下、長さ９ｍ以下)

を標準としており、これにより難い場合については別途考慮する。

６．壁面材 1 枚当りの規格は、長さ ２.５ｍ 以下、幅 ０.６ｍ 以下、重量 １７０kg 以下

を標準としており、これにより難い場合については別途考慮する。

７．複数段積みの場合、雑工種による区分は、平面的に（上から見て）区分する。

（２）発泡スチロール設置の雑工種による区分は、以下のとおりとする。

雑工種 排水材+基礎砕石+敷砂

排水材+基礎砕石

排水材+敷砂

基礎砕石+敷砂

排水材

基礎砕石

敷砂

無し

（３）コンクリート床版の養生工による区分は、以下のとおりとする。

養生工 一般養生

特殊養生(練炭・ジェットヒータ)

（４）コンクリート床版の生コンクリート規格による区分は、以下のとおりとする。

圧送管延長距離 延長無し

５０ｍ未満

５０ｍ以上１００ｍ未満

１００ｍ以上１５０ｍ以下

注）圧送管延長距離区分は、作業範囲（３０ｍ）を超えて圧送管を延長する場合に、超え

た部分の延長距離を該当する区分から選択する。

（５）コンクリート床版の床版厚さによる区分は、以下のとおりとする。

床版厚さ １０㎝

１５cm

（６）裏込砕石（軽量盛土）の盛土高による区分は、以下のとおりとする。

盛土高 ６ｍ 以下

６ｍ 超え（付帯工有り）
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６．３ 補強盛土工

１．適用

ジオテキスタイル（ジオグリッド、ジオネット、織布、不織布）を用いた補強盛土及びジオ

テキスタイル補強土壁（鋼製枠タイプ）に適用する。

ただし、軟弱地盤における敷設材工法及び盛土の補強工法は適用範囲外とする。

２．数量算出項目

ジオテキスタイル壁面材組立・設置、ジオテキスタイル壁面材（材料費）、ジオテキスタイ

ル敷設、まき出し・敷均し、締固め、ジオテキスタイル（材料費）の数量を区分ごとに算出す

る。

３．区分

区分は、規格とする。

（１）数量算出項目及び区分一覧表

区 分
規格 単位 数量 備 考

項 目

ジオテキスタイル壁面材
○ ｍ2

組立・設置

ジオテキスタイル壁面材
○ ｍ2

（材料費）

ジオテキスタイル敷設 ◯ ｍ2

まき出し・敷均し、締固め ◯ ｍ3

ジオテキスタイル
○ ｍ2

（材料費）

注）１．壁面材の種類は下表を標準としており、これにより難い場合については別途考慮する。

壁面材種類
規 格

備 考
幅（㎜） 一層当り施工高

２,０００ 500mm以下 タイプＡ

鋼製枠タイプ
２,０００ 600mm以下 タイプＢ

１,０００ 600mm以下 タイプＣ

１,２００ 600mm以下 タイプＤ

２．補強盛土１段当りのまき出し厚さ及び締固め回数に関係なく適用する。
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（２）クレーン規格、相吊クレーン規格による区分は、以下のとおりとする。

クレーン規格 ラフテレーンクレーン排出ガス対策型油圧伸縮ジブ型２５ｔ吊

相吊クレーン規格 ラフテレーンクレーン排出ガス対策型油圧伸縮ジブ型３５ｔ吊

ラフテレーンクレーン排出ガス対策型油圧伸縮ジブ型４５ｔ吊

ラフテレーンクレーン排出ガス対策型油圧伸縮ジブ型５０ｔ吊

トラッククレーン油圧伸縮ジブ型１００ｔ吊

トラッククレーン油圧伸縮ジブ型１２０ｔ吊

トラッククレーン油圧伸縮ジブ型１６０ｔ吊

トラッククレーン油圧伸縮ジブ型２００ｔ吊

トラッククレーン油圧伸縮ジブ型３６０ｔ吊

（３）相吊クレーンの有無による区分は、以下のとおりとする。

相吊クレーンの有無 有り

無し

（４）ＤＩＤ区間の有無による区分は、以下のとおりとする。

ＤＩＤ区間の有無 有り

無し

関連数量算出項目

項目 単位 数量 備考

足場・防護・ベント等 「第３編（道路編）４.４鋼橋架設工及び４．５
仮設工」参照

現場発生品運搬 ｔ 必要な場合別途計上

４．数量算出方法

数量算出は、「第１編（共通編）１章基本事項」による。

（参考）

ブロック施工（床版分割施工）とは、コンクリート殻を桁下に落とすことができず、ある程度の

ブロック状に１次破砕後、鉄筋をガス切断したのちクレーン等でブロックを吊り上げて、撤去する

工法である。

なお、「床版１次破砕・ブロック塊撤去」から「桁１次切断・撤去」の作業順序は、次のとおり

である。

作業順序は、①の斜線部を大型ブレーカーで１次破砕後、鉄筋をガス切断、②のブロック塊をラ

フテレーンクレーンで撤去し、③の桁切断・撤去を行う。
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（２）列数、段数区分

土のうの延長は次の区分による。

（注）１．６２×４８cmのﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ製を使用する場合の、土のう１枚当りの中詰土は

０.０２ｍ3とする。

２．大型土のうは、１袋あたり１.１ｍ(幅)×１.１ｍ(高さ)により必要数量を算

出する。

３．大型土のうは、耐候性を標準とし、耐用年数については工程を考慮し適切に選択

すること。

４．転用回数の制限はないが、受注者の責によらない現場条件等により、転用できな

いと判断できる場合は必要に応じて設計変更すること。

４．数量算出方法

数量の算出は、「第１編（共通編）１章 基本事項」によるものとする。

大型土のうタイプ

(Ｈ＝１．１ｍ)

Ｈ
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５．設計変更を行う場合の留意点

① 作業時排水から常時排水への変更を行う場合は、常時排水が必要であることの状況説明（軟

弱化・法面崩壊・細粒分発生・法先洗掘など）の写真等を受注者が用意し、工事監督員に提出

する。（必要に応じて地質調査・土質調査資料を添付）

② 排水量の測定方法は次を参考とすること。

(a) ポンプの性能による方法

現場において実際に設置したポンプの台数

と、ポンプのカタログ等に記載の吐出し量か

ら求める。なお、カタログ等の性能曲線にお

ける全揚程は、床掘下面から、締切の上端ま

での高さ(揚程)を用いるものとする。

また、実際に設置したポンプと、カタログ

等が同一であることを確認できるよう、受注

者はポンプの設置状況およびポンプの品番等

を写真により記録し、工事監督員に提出する。

《算出例》実際に設置したポンプが３台、揚程

が４ｍ、カタログの性能曲線が右の図の場合

全揚程＝揚程＝４ｍなので、

性能曲線で全揚程４ｍの場合、吐出し量0.8(m3/min)

となる。単位がmin(分)なので、60倍して、

３(台) × 0.8(m3/min) × 60(min/h) ＝ 144(m3/h)

(b) 水槽による測定

ポンプにより締切内水位を掘削底面付近で一定に保ち、ポンプ排水口を水槽に放出し、水

槽の放水口に三角堰等を設置して越流水深を測定し、排水量を算出する。または、水槽への

貯留量・貯留時間を測定し排水量を算出する。

(c) 回復法

工事排水中に一旦ポンプを停止、

掘削底面を水面内に浸して、一様な

水面になってから、水位の回復に要

する時間を計測し、この間の貯留量

を求める。

③ 作業前排水の排水量の算定における留意事項

日々の工事開始前の排水（作業前排水）について、排水量は作業前排水時間を 1～3(h)と

して計算する。

《作業前排水の排水量の算出例》

締切内の作業前湛水量 300(m3)、作業前排水時間 3(h)、

作業時排水量（透水量に対応）40(m3/h)の場合

作業前排水量(m3/h)＝作業前湛水量300(m3)÷作業前排水時間3(h)＋作業時排水量40(m3/h)

＝140(m3/h)

※ 作業前湛水量は、締切内水位が河川水位まで上がるものとし、

締切内平均面積×水位として算出。

※ 締切内平均面積の算出にあたっては、過大な面積とならないよう、

仮設工等の設計図面や現場条件を考慮し算出すること。

全
揚
程

(

m

)

0

5

10

0.2

（性能曲線の例）※現実の曲線ではない

0.6 0.8 1

吐出し量(m3/min)

0.4

揚程
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１１．１２ 敷鉄板設置撤去工

１．適用

工事用道路工事等において、軟弱地盤等により工事用車両の通行に支障がある場合の敷鉄板

設置・撤去作業に適用する。

なお、工事用道路（工事車両用の仮設道路であって、一般車両が通行するものを除く）につ

いては、原則、敷鉄板を使用する。ただし、災害復旧工事や、小規模な工事の場合、土地管理

者との協議結果等により、敷鉄板の使用が適さない場合は除く。

２．数量算出項目

敷鉄板の面積、枚数を区分ごとに算出する。

３．区分

区分は、施工箇所、規格とする。

（１）数量算出項目及び区分一覧表

区 分
施工箇所 規格 単位 数 量 備 考

項 目

ｍ2

敷 鉄 板 ○ ○

枚

（２）施工箇所区分

施工箇所（ブロック）毎に区分して算出する。

（３）規格区分

敷鉄板の種類、寸法（厚さ×幅×長さ）毎に区分して算出する。

４．数量算出方法

数量の算出は、「第１編（共通編）１章 基本事項」によるものとする。
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１．６ コンクリートブロック積(張)工

１．適用

コンクリートブロック積工、コンクリートブロック張工及び緑化ブロック積工に適用する。

なお、コンクリートブロック積工は、間知ブロック積及び大型ブロック積を対象とし、コン

クリートブロック張工は、平ブロック張及び連節ブロック張を対象とする。

２．数量算出項目

間知ブロック積、大型ブロック積、間知ブロック張、平ブロック張、連節ブロック張、緑

化ブロック積、胴込・裏込コンクリート、胴込・裏込材（砕石）、遮水シート張、吸出防止

材（全面）設置、植樹、現場打基礎コンクリート、現場打小口止コンクリート、現場打横帯

（隔壁）コンクリート、現場打天端コンクリート、プレキャスト基礎ブロック、プレキャス

ト小口止ブロック、プレキャスト横帯（隔壁）ブロック、プレキャスト巻止ブロックの数量

を区分ごとに算出する。

３．区分

区分は、規格、構造とする。

（１）数量算出項目及び区分一覧表

①コンクリートブロック積（土木工事標準単価を適用）

区 分
規 格 構 造 単位 数 量 備 考

項 目

ブロック積 ○ ○ ｍ2

胴込・裏込材 ｍ3

胴込・裏込コンクリート ｍ3
○ ×

鉄筋 kg

目地材 ｍ2

注）１．コンクリートブロック積工は、勾配が１：１未満、ブロック質量150kg/個未満の場

合である。

２．施工箇所が点在する場合は、その施工箇所ごとに区分して算出する。

３．必要に応じて数量を各項目ごとに算出する。

４．吸出防止材および水抜パイプの有無についても記載すること。

②間知ブロック積（施工パッケージ型積算方式を適用）

鉄筋
区 分

鉄筋規格 10m2当り 単位 数量 備考
項 目

使用量

間知ﾌﾞﾛｯｸ積 ○ ○ ｍ2

注）１．間知ブロック積工は勾配１割未満、ブロック質量150kg/個以上730kg/個以下の場合で

ある。

２．設置面積は調整コンクリートを含んだ面積とし、小口止、横帯（隔壁）、天端コンク

リートは別途計上する。

３．施工箇所が点在する場合は、その施工箇所ごとに区分して算出する。
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③大型ブロック積

区 分 ブロック ブロック 水抜きパイプ
単位 数量 備考

規格 の質量 の有無

大型ブロック積 ○ ○ ○ ｍ2

注）１．大型ブロック積工は、勾配１割未満、ブロック質量4,600kg/個以下、控え長500mm以
上の場合である。

２．設置面積は、調整コンクリートを含んだ面積とし、小口止、横帯（隔壁）、天端コン
クリートは別途計上する。

３．施工箇所が点在する場合は、その施工箇所ごとに区分して算出する。

④間知ブロック張

裏込 胴込 胴込
区 分 ・ ・

材 裏込 裏込 遮水
間知 裏込

10m2 ｺﾝｸﾘ ｺﾝｸﾘ ｼｰﾄ
ﾌﾞﾛｯ 材 ｰﾄ ｰﾄ

当り 10m2 規格 単位 数量 備考
ｸ 規格 規格

規格 使用 当り
項 目

量 使用

量

間地ブロック張 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ｍ2

注）１．間知ブロック張工は法勾配１割以上、ブロック質量770kg/個以下の場合である。

２．設置面積は、調整コンクリートを含んだ面積とし、小口止、横帯（隔壁）、天端コン
クリートは別途計上する。

３．間知ブロック張と遮水シート張（ブロック背面）は、同施工面積とする。

⑤平ブロック張

裏込 連結
区 分

材 遮水 吸出 連結 金具
ﾌﾞﾛｯ 平ﾌﾞ 裏込

10m2 ｼｰﾄ 防止 金具 10m2
ｸの ﾛｯｸ 材

当り の 材の の 当り 単位 数量 備考
質量 規格 規格

使用 有無 有無 有無 使用
項 目

量 量

平ブロック張 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ｍ2

注）１．平ブロック張工（勾配１割以上、ブロック質量770kg/個以下）の場合である。
２．平ブロック張と遮水シート張（ブロック背面）は、同施工面積とする。
３．設計面積は、調整コンクリートを含んだ面積とし、小口止、横帯（隔壁）、天端コン

クリートは別途計上する。
４．施工箇所が点在する場合は、その施工箇所ごとに区分し、河川護岸においてはさらに

低水・高水護岸に区分して算出する。

⑥連節ブロック張

区 分 連節
遮水 吸出し

ﾌﾞﾛｯｸ 連結 鉄筋
シート 防止材 単位 数量 備考

の質量 方法 （鋼線）
項 目 の有無 の有無

規格

連節ブロック張 ○ ○ ○ ○ ○ ｍ2

注）１．連節ブロック張工（勾配１割以上、ブロック質量770kg/個以下）の場合である。
２．連節ブロック張と遮水シート張は、同施工面積とする。
３．設計面積は、調整コンクリートを含んだ面積とし、小口止、横帯（隔壁）、天端コン

クリートは別途計上する。
４．施工箇所が点在する場合は、その施工箇所ごとに区分し、河川護岸においてはさらに

低水・高水護岸に区分して算出する。
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⑦緑化ブロック積

区 分 裏込・

裏込材 胴込・ 胴込
緑化

裏込材 10m2 裏込 ｺﾝｸﾘｰﾄ
ﾌﾞﾛｯｸ 単位 数量 備考

規格 当り ｺﾝｸﾘｰﾄ 10m2
項 目 の質量

使用量 規格 当り

使用量

緑化ブロック積 ○ ○ ○ ○ ○ ｍ2

注）１．緑化ブロックの積工（勾配１割未満、ブロック質量980kg/個以下）の場合である。

２．設置面積は調整コンクリートを含んだ面積とし、小口止、横帯（隔壁）、天端コンク

リートは別途計上する。

３．施工箇所が点在する場合は、その施工箇所ごとに区分して算出する。

⑧胴込・裏込コンクリート、胴込・裏込材（砕石）、遮水シート張、吸出し防止材（全面）

設置、植樹

区 分 生 ﾌﾞﾛｯｸ ﾌﾞﾛｯｸ 胴込 遮水

ｺﾝｸﾘｰﾄ の の 裏込 ｼｰﾄ 単位 数量 備考

項 目 規格 種類 質量 規格 規格

胴込・裏込ｺﾝｸﾘｰﾄ ○ ○ ○ × × ｍ3

胴込・裏込材（砕石） × ○ × ○ × ｍ3

遮水ｼｰﾄ張 × × × × ○ ｍ2

吸出し防止材（全面）設置 × × × × × ｍ2

植 樹 × × × × × 本

注）１．施工箇所が点在する場合は、その施工箇所ごとに区分して算出する。

⑨現場打基礎コンクリート、プレキャスト基礎ブロック

区 分 ﾌﾟﾚｷｬｽﾄ
生ｺﾝｸﾘｰﾄ 基礎砕石 養生工の

基礎ﾌﾞﾛｯｸ 単位 数量 備考
規格 の有無 種類

項 目 規格

現場打基礎ｺﾝｸﾘｰﾄ ○ × ○ ○ ｍ

ﾌﾟﾚｷｬｽﾄ基礎ﾌﾞﾛｯｸ × ◯ × × ｍ

ﾌﾟﾚｷｬｽﾄ基礎ﾌﾞﾛｯｸ
× ◯ × × ｍ

(材料費)

注）現場打基礎コンクリートは、体積（m3）も算出するとともに、底幅及び高さも示す。

⑩現場打天端コンクリート

区 分
生ｺﾝｸﾘｰﾄ ｺﾝｸﾘｰﾄ

養生工の種類 単位 数量 備考
項 目 規格 打設条件

天端コンクリート ○ ○ ○ ｍ3

注）１．目地材は必要に応じて別途計上する。
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⑪現場打小口止コンクリート、プレキャスト小口止ブロック、現場打横帯（隔壁）コンクリー

ト、プレキャスト横帯（隔壁）ブロック、プレキャスト巻止ブロック

区 分 養生工の
規 格 構 造 単位 数 量 備 考

項 目 種類

現場打小口止コンクリート ○ ｍ

プレキャスト小口止ブロック × ｍ

ﾌﾟﾚｷｬｽﾄ小口止ﾌﾞﾛｯｸ(材料費) × ｍ

現場打横帯（隔壁）ｺﾝｸﾘｰﾄ ○ ｍ

ﾌﾟﾚｷｬｽﾄ横帯（隔壁）ﾌﾞﾛｯｸ × ｍ
○ ×

ﾌﾟﾚｷｬｽﾄ横帯(隔壁)ﾌﾞﾛｯｸ(材料費) × ｍ

プレキャスト巻止ブロック × ｍ

ﾌﾟﾚｷｬｽﾄ巻止ﾌﾞﾛｯｸ(材料費) × ｍ

裏込材 × ｍ2

目地材 × ｍ2

基礎材 × ｍ2

注）１．必要に応じて数量を各項目ごとに算出する。

２．現場打小口止ｺﾝｸﾘｰﾄ及び現場打横帯(隔壁)ｺﾝｸﾘｰﾄについては、体積(ｍ3)も算出する

こと。

（２）規格区分

コンクリートブロック積、コンクリートブロック張及び緑化ブロック積、プレキャスト小口

止ブロック、プレキャスト横帯（隔壁）ブロック、プレキャスト巻止ブロックは、ブロックの

種類、質量、形状及び大きさごとに区分して算出する。

現場打小口止コンクリート、現場打横帯(隔壁)コンクリート及び現場打天端コンクリートは、

形状及び寸法ごとに区分して算出する。

（３）構造区分

空積（張）及び練積（張）に区分して算出する。
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④平ブロック張

⑤連節ブロック張（鉄筋又は鋼線）

⑥連節ブロック張（連結金具）

（注）各ブロック積（張）工の参考図は、一般的な形状を示すものであり、

そのブロックの形状を指定するものではない。
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３．３ 副産物の参考重量について

１．適用

この資料は、仮設として用いる土のう袋及び大型土のう袋の参考重量として示すものである。

実際の重量は、使用状況等により変動するため、当初設計においては下記重量×枚数により算出し

た数量を概数として計上し、マニフェスト等により実数量を確認したうえで、概数の確定による変更

を行うこととする。

名称 規格 単位 参考重量(１枚当り)

土のう袋 48cm×62cm kg 0.048

大型土のう袋 φ110×108cm（１ｔ用） kg 2.0

φ110×110cm

耐候性大型土のう袋 短期仮設対応（１年） kg 2.4

（２ｔ用）

φ110×110cm

耐候性大型土のう袋 長期仮設対応（３年） kg 2.6

（２ｔ用）

（注１）規格が合致しない場合等、上表によりがたい場合は別途考慮する。
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